その 暮れ方、 土工 夫ら はいつ ものよう に、 棒 頭に 守 

られ ながら 現場から 帰つ てきた。 背から 受ける 夕日に 

つるはし 

鶴 尖 や スコップ を かついで いる 姿が 前の 方に 長く 影 を 

ひいた。 ちょうど 飯場へ つく 山 を 一 つ 廻り かけた 時、 

ひづめ つ 

後から 馬の 蹄の 音が 聞え た。 捕 かまった、 皆そう 思 

い 立ち止まって、 振り返って みた。 源吉 だった。 

源吉 はズブ 濡れの 身体 をす つかり 口 ー プで 縛られて 

いた。 そして その 綱の 端が 棒 頭の 乗って いる 馬に つな 

がれて いた。 馬が 少し 早くなる と (早くす るの だ) 逃 

やまみち 

亡者 はでん ぐり 返って、 そのまま 石ころ だらけの 山途 

ましてん ほお 

を 引きずられた。 半纏が 破れて、 額ゃ頰 から 血が 出て 



いた。 その 血が 土に まみれて、 どす 黒くな つてい る。 

皆 は 何ん にも 言わないで、 また 歩き だした。 

(体 を 悪く していた 源吉は 死ぬ 前に どうしても、 青 

森に 残して きた 母親に 一 度 会いたい とよく そう 言つ 

ていた。 二十 三だった。 源吉 が、 二日 前の 雨です つ 

うず 

かり 濁って、 渦 を 巻いて 流れて いた 十 勝 川に、 板 一 

枚 も つ て 飛び こんだ という こと は あとで 皆ん なに 

分った) 

氺 氺 

飯が すむ と、 棒 頭が 皆 を 空地に 呼んだ。 

また だ！ 



犬 はグゥ ダウと 腹の 方で うなって いたが、 四肢が 見て 

いるう ちに、 力が こもって ゆく のが 分った。 

「そら ッ！」 と 言った。 

棒 頭が 土 佐 犬 を 離した。 

犬 は 歯 を むきだして、 前足 をのば すと、 尻の 方 を 高 

く あげて …… 源吉は 身体 を ふるわし ていたが、 ハツと 

して 立ちす くんで しまった。 瞬間 シ— ン となった。 誰 

の息づ かい も 聞えない。 

土 佐 犬 は ゥォッ と 叫ぶ と 飛び あがった。 源 吉は何 や 

ら叫 ぶと 手 を 振った。 盲目が 前に 手 を 出して まさぐ る 

〔# 「まぐ さる」 に 傍点〕 ような 洽好 をした。 犬 は 一 と 飛 
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